
高齢者の”つながりある暮らし“を支えたい
ー住民エピソードからみえたことー

2021年２月17日

横須賀市

福祉部 地域福祉課 地域力推進係

浅羽 優貴佳

超高齢社会における多主体協働のまちづくり
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課題抽出の考え方とプロセス

市役所から
飛び出す

聞く 調べる

積み上げる

課題抽出プロセス

課題抽出の考え方

ひとりの高齢者の暮らしミクロ

ストーリーではなくナラティブ
聞き書き、傾聴

地域全体の高齢者の暮らしマクロ

数値でわかること、客観的事実
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横須賀市の転出超過について

総務省統計局 住民基本台帳人口移動報告 平成25年（2013年）結果より抜粋

転入・転出超過数上位20市長村（平成25年）
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横須賀市の人口移動について

神奈川県人口ビジョン（令和２年３月改訂）より抜粋

県外からの転入よりも

川崎・横浜地域

湘南地域など

県内移動が増

年齢別では

20～34歳の

東京・川崎・横浜

転出が増
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ひとり暮らし高齢者の推移

高齢化とひとり暮らし高齢者の増加について

高齢化率は10年間で17.4%→31.8％（約２倍）

ひとり暮らし高齢者の数が増加傾向

高齢者２人暮らしの高齢者が、今後ひとりになってしまう可能性も高い

※民生委員を通じて調査票の提出を受けた人数
住民基本台帳におけるひとり暮らし世帯数ではなく
居住実態に基づき登録している。
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エピソード①「皆さんの暮らしぶりは？」（民生委員より）

駅前マンション

①ひとり暮らし男性（70代くらい）
・動けているため介護保険は受けておらず、生活保護の受給者でもない。
・部屋の片づけが苦手なのか、部屋が汚いが本人には困り感はない。
・毎日のように自転車で駅周辺を走っている。
・カフェとスーパーに行くのが日課で、お弁当を買ってきて食べている。

②ひとり暮らし女性（80代くらい）
・耳が遠く、家族も遠方。
・月曜日～金曜日まで毎日何かしら、駅周辺のクリニックにかかっている。

①、②ともに近くの豆腐屋さんがキーマン。
前を通るので、「今日は通ったか？」等、安否確認になっている。

・入居者の多くは70代前後で、同じ時期の入居者が多い。
・子どもは市外に転居、夫と死別されたひとり暮らしの女性が多い
・ひとり暮らし同士で鍵を渡し合い、緊急の時にはそれを使う約束。
・毎日のように、オープン前から並んで、みんなでジムに通っている。皆さん健康。

戸建て住宅
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要支援・要介護者が望む暮らしと現状

要支援・要介護者が望む暮らし

※介護保険に関するアンケート調査（2019）より抜粋

世帯構成

７割が「自宅での生活を続けたい」

６割が高齢者のみの世帯

３割は家族・親族からの介護がない

家族・親族からの介護について
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地域に求める支え合いや助けついて

日常生活の小さな困りごとへの支援について、「地域の支え合いで解決できたらいい」と思うこと
介護を続けていく上で、「地域の方の助けがあったらいい」と思うこと

「見守り・話し相手」、「庭木の草取り・枝切り」

「家事手伝い」、「通院付き添いや薬の受け取り」が上位

要介護認定を受けていない
高齢者が思うこと

介護者の家族が思うこと

※介護保険に関するアンケート調査（2019）より抜粋
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エピソード②「地域の皆さん！」

生活支援団体を取材

民生委員 生活支援団体 牛乳屋さん

・相談相手
・電球交換
・スマホについて

移動スーパーを取材

・トンネルを越えて、スーパーに行くのは大変
・外に出るのは気持ち良い。人に会えて嬉しい。
・近所の人に声をかけてあげるの。

ドライバー

利用者の声

・耳の遠い方へは電話で合図。ゆったり見守る。
・ドライバーが増えれば販売エリア拡大したい。

86歳女性宅



10

わかったこと

「気にかけあい」や「つながり」が

高齢者のいきいきとした「暮らしの支え」になっている。

●息子・娘は市外に転居

●高齢者は「自宅での生活を続けたい」と願っている

●見守りの「システム」には限りがある

●見守り協定で機能するのは「定期的な訪問」が必須

●町内会・自治会は加入率が低下傾向

●民生委員が担当するひとり暮らし高齢者が増加

●ボランティアセンターは人手不足

●生活支援団体、老人クラブ友愛チームはあるけど…

宅配弁当、牛乳屋さん、豆腐屋さん、管理組合、移動スーパー、

まちの保健室、交流づくりのボランティア、情熱をもった若手経営者の皆様
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（市内の例）
・牛乳屋さんが話し相手
電球の交換をお手伝い
・移動販売車で皆で買い物

③ボラセンやサービスとのつながり

・地区ボラセンによる
個別支援や企画

④地域とのゆるやかなつながり

①町内会、班、組、向こう三軒両隣

②特定の個人やグループでのつながり

暮らしの
ちょっとしたお手伝い サロン

老人クラブ

茶話会
趣味・同好のグループ

わがまちの目指す姿

つながりのある暮らしで高齢者が安心して住み続けられるまち
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（市内の例）
・牛乳屋さんが話し相手
電球の交換をお手伝い
・移動販売車で皆で買い物

③ボラセンやサービスとのつながり

・地区ボラセンによる
個別支援や企画

④地域とのゆるやかなつながり

①町内会、班、組、向こう三軒両隣

②特定の個人やグループでのつながり

暮らしの
ちょっとしたお手伝い サロン

老人クラブ

茶話会
趣味・同好のグループ

・健康相談

課題

（１）高齢者を気にかける仲間の拡大（すでにある取組の発見）

（２）高齢者の外出機会の創出（行きたいと思う取組作り）

（３）高齢者のつながり作り（活動したい人、参加したい人のマッチング）

・青年会議所

・商店、飲食店等
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ともに目指すまちづくり

まちづくりのパートナーへ

（市内の例）
・牛乳屋さんが話し相手
電球の交換をお手伝い
・移動販売車で皆で買い物

③ボラセンやサービスとのつながり

・地区ボラセンによる
個別支援や企画

④地域とのゆるやかなつながり

①町内会、班、組、向こう三軒両隣

②特定の個人やグループでのつながり

暮らしの
ちょっとしたお手伝い サロン

老人クラブ

茶話会
趣味・同好のグループ

・健康相談

・青年会議所

・商店、飲食店等

教えてください！
できること
ありますか？
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熱い想いを実現に

ご清聴
ありがとうございました


